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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトの発汗を抑制する組成物であって、
　イノシトール１，４，５－三リン酸受容体タイプ２（ＩＴＰＲ２）メッセンジャーＲＮ
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Ａ（ｍＲＮＡ）のレベルを低下させること、ＩＴＰＲ２タンパク質のレベルを低下させる
こと、ＩＴＰＲ２カルシウムチャネル形成を低下させること、およびＩＴＰＲ２カルシウ
ムチャネル機能を低下させることの少なくとも１つが可能な化合物と、
　任意の製薬上許容される担体および／または賦形剤とを含むことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　前記組成物は、皮内注射またはイオントフォレーシスのためのものである請求項１に記
載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物は、全身投与のためのものである請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物は、局所投与のためのものである請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記局所投与のための組成物は、クリーム、軟膏、スティック、エアロゾル、または液
体である請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物は、前記化合物の経皮送達のためのものである請求項１または４に記載の組
成物。
【請求項７】
　前記化合物は、ＩＴＰＲ２ｍＲＮＡを標的とする核酸分子またはそれの化学修飾された
誘導体である請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記核酸分子は、ＩＴＰＲ２ｍＲＮＡのコード配列を標的とするＲＮＡ分子である請求
項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ＲＮＡ分子は、ニ本鎖ＲＮＡ分子である請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ＲＮＡ分子は、分子干渉ＲＮＡ（ｓｉＲＮＡ）分子である請求項９に記載の組成物
。
【請求項１１】
　前記ｓｉＲＮＡ分子は、配列識別番号１～３のいずれか一つの配列を有する請求項１０
に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ＲＮＡ分子は、配列識別番号４～１３のいずれか一つに記載されているＩＴＰＲ２
ｍＲＮＡの配列を標的とする請求項８に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記ｓｉＲＮＡ分子は、ホスホロチオエート骨格および２’－Ｏ－メチル置換基からな
る群から選ばれる化学修飾を含有する請求項１０または１１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記製薬上許容される担体および／または賦形剤は、前記核酸分子の経皮送達を促進す
る化合物を含む請求項７～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記核酸の経皮送達を促進する化合物は、短い合成ペプチド、カチオン性リポソーム、
脂質基質担体（lipid-based carriers）、ポリアミドアミン、遺伝子ベクター、または溶
解性マイクロニードルである請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　対象者の発汗を抑制する組成物であって、
　請求項１、７～１３のいずれか１項で定義された通りの化合物を含むことを特徴とする
組成物。
【請求項１７】
　前記対象者は、多汗症を患っている請求項１６に記載の組成物。
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【請求項１８】
　対象者の発汗を抑制する薬剤の製造における請求項１、７～１３のいずれか１項で定義
された通りの化合物の使用。
【請求項１９】
　対象者の発汗を抑制する方法であって、前記対象者は発汗が正常または正常よりも少な
い者であり、
　請求項１、７～１３のいずれか１項で定義されている化合物を前記対象者に投与するこ
とを含み、
　前記化合物は、発汗を抑制するのに効果的な量で存在することを特徴とする方法。
【請求項２０】
　前記化合物は、汗腺の分泌部の側底細胞（basolateral cells）に送達される請求項１
９に記載の方法。
【請求項２１】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物を前記対象者に投与することを含む請求
項１９または２０に記載の方法。
【請求項２２】
　配列識別番号１～３の分子および配列識別番号４～１３を標的とするｓｉＲＮＡ分子か
らなる群から選択されるｓｉＲＮＡ分子。
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